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ハンセン病問題に関しては、平成 20 年に「ハンセン病問題の解決の促進に関する法律」
が制定され、その第 18 条「ハンセン病の患者であった者等の名誉の回復を図るため、国立
のハンセン病資料館の設置、歴史的建造物の保存等ハンセン病及びハンセン病対策の歴史
に関する正しい知識の普及啓発その他必要な措置を講ずる」に基づいて、各地のハンセン
病療養所には社会交流館や歴史館といった啓発施設が設置されている。これらの施設には、
一般の人々だけではなく、人権教育の一環として児童・生徒・学生が多数訪れているが、
見学者がそこで「何を感じ、学んだか」という点については、見学者本人、もしくは見学
の主催者側による確認に任されており、学術的に十分検討されていないのが実状である。 
そこで、本研究は、ハンセン病啓発施設（療養所含む、以下同じ）を見学した生徒や学
生に対して調査を実施し、見学によって生徒や学生が「何を感じ、何を学ぶか」について、
教育心理学的な関連から把握することを目的とする。 
平成 30 年度は、療養所を見学した生徒・学生の作文を分析し、また補助的にインタビ
ュー調査を行った。 
その結果、生徒・学生の作文における記述は、①ハンセン病についての基本的な知識に
関するもの、②ハンセン病回復者の被害者性に注目したもの、③回復者の闘いに注目した
もの、④思考の広がり・深まり、の４つのカテゴリーに概ね分類された。度数としては、
②の被害者性に注目した記述が多く、④思考の広がり・深まりが少ないが、回復者の被害
者イメージを踏まえながら、さらに広く、深い学びへ誘うにはどうしたらよいか、方策の
検討が今度の課題であることがわかった。療養所見学の事前指導・事後指導の有効性が予
測されるので、今後は学校教育、特に総合的な学習の時間や特別活動（学級活動・学校行
事など）、道徳の時間との関連から、この課題に取り組んでいきたい。なお、これについて
論文としてまとめ、山形県立米沢栄養大学紀要第６号に掲載されることになっている。 
ことが分かる。運動習慣の継続と骨密度の関連については、小中高継続の学生（上位群
87.5%）の方が継続のない学生（上位群 53.3%）よりも骨密度が高いという有意な差が見
られた。また、運動の種目によっても有意な差が見られた。主にバスケットボールとバレ
ーボール経験者に高い骨密度を有する学生が多いことから、ジャンプや瞬発的に動く動作
のような運動レベルに関しても比較的激しい内容の種目の方が、高い骨密度獲得に効果的
であると推察できる。現在の運動歴については、1 日の歩行時間と速度についての調査を
行った。本調査では、歩行速度に関しては有意な結果は得られなかったが、1 日の歩行時
間が多いほど高い骨密度を有する結果となり、骨密度獲得の時期を過ぎてからも程よい運
動を行うことは骨量維持に良い影響があることが分かった。この項目では、小中高の運動
歴がある学生ほど 1 日の歩行時間も長い傾向が見られたことからも、学齢期の運動習慣
は、大人になってからも継続していくことが考えられるため、若年期に運動習慣をつける
ことは、最大骨量獲得の目的にとどまらず、骨量維持にも大きく貢献していくことが推察
できる。  
 
（３）食習慣と骨密度の関連 
食事回数（朝・昼・夕の摂取の有無について）と骨密度に関する調査は、高校時期の
み食事回数が 1 日 3 回の学生の方（上位群 62.3％）が、1 日 2 回以下の学生（上位群
38.4％）より骨密度が高いという有意な結果が得られた。このことから、骨密度獲得期で
ある思春期（12～17 歳）に朝食を抜いたり、過度なダイエットにより食事を減らしたり
して、栄養の摂取回数や量を減らすと骨量獲得に悪影響を与えると考えられる。また、食
事の品目とその摂取状況ついてと、骨密度との関連について 12 品目の調査を行った。有
意な関連が見られたのは、乳製品と卵だった。今回の調査で、一般的に骨量獲得に良いと
されている海藻類・魚介類において有意な差は出なかったが、食品の選択や食事の適量の
摂取など、指導をしっかり行うことは大切であると考える。  
 
（４）骨密度に対する意識  
「骨密度が将来どのような影響を与えるか知っていますか」という質問に対して、よく
知っていると回答した学生は 15.3%、なんとなく知っていると回答した学生は 64.9%、あ
まり知らないと回答した学生は 16.2%、まったく知らないと回答した学生は 4%だった。ま
た「骨密度を上げるために意識して行っていることはありますか」という質問に対して、
ほとんどの学生が“特に意識して行っていることはない”と回答したが、少数の学生が、
乳製品や牛乳を摂取するように心掛けている“、”なるべく階段を使う“、などと回答した
ものの、食事に関して意識している学生（27 人）より、運動に関して意識して行っている
学生（14 人）の方が少ない傾向があった。しかし、本調査では、骨量獲得に運動歴が大き
く関係することが分かったため、運動習慣への指導を重視する必要があると判断される。 
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